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市の計画策定や市長の公式発言など、あらゆる行政事
務の判断基準として、日本国憲法を軸に据えて市民の福
祉向上に努めるべきと考えるが、いかがか。

指定避難所となる学校などとの連携で、避難している
方への情報源としてテレビの準備が必要と考えるが、い
かがか。

市長の教育勅語観や
過去の発言に関連し
て、日本国憲法の観点
から市長の政治姿勢を
問う

道路沿い樹木の枝打ち・間伐・伐採について、森林
所有者への働きかけと計画策定は進んでいるのか。

多くの地域で倒木や土砂災害が同時発生した場合
に、地域及び規模に応じて倒木・土砂の撤去協力を市
内事業者に呼びかける計画はできているのか。

市が備蓄している間仕切りと簡易ベッドはどういう
もので、備蓄数と備蓄場所の状況はどうか。

富士山世界遺産センターの設計者である建築家、坂
茂氏が考案している間仕切りの導入を提案するが、い
かがか。

　今後の備蓄充実計画について。

１９４８年に国会の衆議院と参議院で、「日本国憲法
の精神に反する」という理由で「排除」及び「失効確
認」の決議が全会一致で可決された教育勅語について、
須藤市長は３年半前の広報ふじのみや別冊「創宮」で
「今の世に通じる名言」と称賛した。このことについ
て、改めて市長の謝罪と撤回を求める。

指定避難所として、夏は暑く冬は寒い体育館ではな
く、和室で冷暖房施設のある公民館、交流センター、出
張所、地域の区民館や集会場を利用できるようにしたら
どうか。

子どもの貧困や離婚家庭などに対する市長の答弁につ
いて、憲法で定められた「教育の機会均等」、「個人の
幸福権追求」、さらにはＳＤＧｓの目標である「貧困を
なくそう」、「質の高い教育をみんなに」、「ジェン
ダー平等」などの観点から不適切な発言と考える。市長
の謝罪と撤回を求める。

多数の倒木や土砂災害などによる道路閉鎖や停電への
備えについて。

指定避難所でプライバシーを確保するための間仕切り
と生活改善に必要な簡易ベッドの備蓄について。

大規模災害時に、避難生活が長期に及ぶことを想定し
て。

相次ぐ台風襲来によ
る全国の被災状況や当
市の指定避難所開設・
運営で得られた経験・
教訓を、今後の災害対
策にどう生かしていく
のか

民間の宿泊施設を市が借り上げて市民に提供するこ
とについて。

医療行為・介助行為が必要な人に対する避難場所の
情報提供について。

大規模災害に備えた国・県の仮設住宅の備蓄状況、
及び市内で仮設住宅を建設する場所の計画策定状況に
ついて。

高齢者、障がい者、病人などに配慮された避難所開
設・運営の改善について。

　バリアフリーの観点から改善すべき点について。
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